
 

 

［浸出水貯留量増加への対応］ 

 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の影響で薬品調達が困難となり、４２日間にわた

り前年度比約 75％の処理水量（約 100 立方ｍ／日）で運転を続けました。 

同年４月には薬品調達の目処が立ち 200 立方ｍ／日で処理を開始したものの、降雨や融雪水の影

響で浸出水貯留量は増え続け、貯留可能量の約８割に達しました。梅雨時期の降雨量増加に備えて

貯留量減少を図るため、同年５月には掘削作業を一時中断し、掘削開放範囲全面のキャッピング工

事を実施。同年６月には貯留量が設計水位以下に低下し、掘削を再開しました。 

その後も多雨が続き、貯留量低減のため、様々な対策を講じました。 

○現場内浸出水貯留槽の活用 

 浸出水貯留槽（400 立方ｍ）に一時的に浸出水を貯留し浸出水処理施設への流下を遅延させる。 

○現場内への「かま場」の設置 

 浸出水を一時的に貯留するため、現場内開口部にかま場（容量約 3,000 立方ｍ）を設置する。 

○水処理施設内ＶＯＣ処理水調整槽の活用  

ＶＯＣ処理水調整槽（297 立方ｍ）に浸出水を貯留。浸出水処理施設への流下を遅延させる。 

○浸出水処理施設貯留池のかさ上げ 

浸出水処理施設貯留池（容量 17,610 立方ｍ）の周囲を 30 ㎝かさ上げし、20,770 立方ｍまでオー 

バーフローしない構造とする。 

 ○浸出水処理能力の向上 

浸出水処理能力は計画処理水量が 150 立方ｍ／日、上限が 200 立方ｍ／日のところ、砂ろ過設備 

を追加設置することにより処理量を 50 立方ｍ／日増加し、250 立方ｍ／日とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［貯留量と雨量の推移］ 

※クリックで拡大 

 


